
熊本市交通政策課 〒860-8601 熊本市中央区手取本町1番1号 ☎096-328-2510

熊本市公共交通基本条例（平成25年4月施行）

公共交通により円滑に移動することが
可能な地域社会の実現

〇本市では、市民及び事業者の参画と協働のもと、公共交通の維
持・充実を図るための条例を制定しています。

公共交通の維持及び充実に関する責務を規定

・公共交通を積極的に利用
・公共交通の担い手として
の自覚

・総合的な施策の立案及び
実施

・公共交通に関する市民意
識の啓発

・公共交通の利便性向上
・市が実施する施策に協力

目
的

市民の皆様の役割

移動しやすく暮らしやすいまちへ

〇公共交通により円滑に移動することが可能な地域社会の実現の
ためには、市民の皆様の協力が必要不可欠です。

🔺移動手段の見直し 🔺ﾊﾟｰｸ＆ﾗｲﾄﾞ、ｻｲｸﾙ＆ﾗｲﾄﾞ 🔺バス専用（優先）レーン

P

転換

公共交通の積極的利用
バス専用（優先）レーン
拡充へ理解と協力

🔺自家用車以外の移動手段の確保

🔺渋滞解消による移動時間の短縮

🔺環境負荷の軽減

🔺体にやさしい

運動量の増加
で病気リスク低減

※矢印はイメージであり、ルート
を規定するものではありません。

公共交通空白・不便地域の解消

○バス路線等でカバーできない地域は、地域と連携し、

コミュニティ交通を導入し、日常生活に必要な移動手

段を確保します。

▲コミュニティ交通の例（予約型乗合タクシー）

地域と共に公共交通による移動を
確保するコミュニティ交通路線

中心市街地と15の地域拠点を結ぶ
8軸の基幹公共交通軸

路線再編と事業者連携で
分かりやすく利用しやすいバス路線網

バス路線網の再編

○バス事業者が連携して路線網の再編をすす

め、利用者のニーズに沿った利便性の高い持

続可能なバス路線を実現します。

基幹公共交通軸の強化

○定時性、速達性、大量輸送など公共交通の高いサー
ビスを提供することで、自家用車からの転換を促します。

▲超低床電車

交通結節機能の向上

公共交通ネットワークイメージ

▲サブターミナル(熊本駅)

移動利便性の向上

▲MaaS化の推進

○新たなモビリティサービスの展開を

見据え、経路検索・位置情報システ

ム・料金決済等の機能向上を図ります。

○加えて、共通定期や乗継割引、均

一料金等の導入により、公共交通の移

動利便性の向上を図ります。

▲メインターミナル
(熊本桜町バスターミナル)

🔺幹線バス（国道3号線）

【地域拠点15箇所】
①植木地区
②北部地区
③楠・武蔵ヶ丘地区
④八景水谷・清水亀井地区
⑤子飼地区
⑥長嶺地区
⑦水前寺・九品寺地区
⑧健軍地区
⑨平成・南熊本地区
⑩刈草地区
⑪富合地区
⑫城南地区
⑬川尻地区
⑭城山地区
⑮上熊本地区

ベストミックスの構築

〇地域特性に応じて、公共交通と自動車交通を効率的に組
み合わせ、利便性の高い交通体系を構築します。
〇特に、交通が集中する市街地部において、公共交通を主
体とした交通体系を構築します。

▲公共交通利便向上エリアのイメージ

放射環状道路等 公共交通利便向上エリア

熊本市

メインターミナル
（熊本桜町バスターミナル）

サブターミナル
（熊本駅）

令和2年（2020年）3月



公共交通主体

自動車交通主体

特に公共交通主体

交
通
体
系
の
方
向
性

〇交通が集中する市街地部（概ね外環状道路より内側）において、公共交通主体の交通体系を構築します。
〇自家用車から公共交通への転換により、公共交通の維持・移動手段の確保がなされ、交通渋滞の解消にもつながります。

将来においても渋滞が残存

〇今後、道路整備が進んでも概ね外環状道路の
内側に渋滞が残存すると予想されます。

ベストミックス を構築 ※地域特性に応じて、公共交通と自動車交通を効率的に組み合わせ、利便性の高い交通体系。超高齢社会の進展

〇６５歳以上の人口が大きく
増加する見込みです。

バス利用者の減少

〇バス利用者はピーク時の
約３割まで減少しています。

公共交通サービス水準の低下

〇利用者減少とサービス水準の低下が負の
スパイラルとなっています。
〇一方で、高齢化が進み、自家用車の運転
が困難な人が増加します。

▲地域ごとの交通特性に応じた交通体系のイメージ（出典：熊本都市圏都市交通マスタープラン）

〇自動車の利用割合が４０年で約２倍に増加しています。

自動車分担率の増加

概ね外環状道路より内側
に低速度区間が集中

出典：国勢調査、熊本市人口ビジョン

▲高齢者人口の推移
▲バスの年間利用者数の推移

▲交通手段分担率の変化
出典：熊本都市圏パーソントリップ調査結果（以下、「PT調査結果」）

一般道 10km/h 未満 一般道 10～20km/h 未満
一般道 渋滞解消区間 外環状道路

▲朝ピーク時の低速度区間の将来予測

出典：PT調査結果（2035OD事業化ネット推計値）

現状 課題 対応の方向性

公共交通ネットワーク及びベストミックスの構築 公共交通と道路の取組を組み合わせたベストミックスの構築イメージ

市街地部 周辺部環状道路

▲新しい運賃体系の導入 ▲待合環境の向上 ▲環状バスの見直し
▲商業施設等を活用した
パーク＆ライドの拡充

▲環状道路の整備 ▲公共交通との結節点整備

▲公共交通専用走行空間の確保▲公共交通の走行環境整備

▲バス専用（優先）レーン▲市電延伸 ▲多両編成車両

▲ボトルネック交差点の解消等

公
共
交
通
の
取
組

道
路
の
取
組

基幹公共交通軸

🔺路面標示等明確化
▲バスの走行環境改善
（車道幅員確保等）

利便性向上・通過交通の削減

定時性・速達性・輸送力の向上

公
共
交
通
の
取
組

道
路
の
取
組

公共交通の利便向上・走行環境改善

※公共交通利便向上エリアとは
将来的には、「公共交通優先エリア」とすることを見据え、新しい運賃体系の導入や待合環境の向上等により、

公共交通の利便性を積極的に高めていくエリア。

※Ｐ＆Ｒ（パークアンドライド）とは
マイカーを最寄りの駅等に近い駐車場に駐車（パーク）して、鉄道やバスなど公共交通機関に乗り換えて（ライ

ド）行く方法。

※Ｃ＆Ｒ（サイクルアンドライド）とは
自転車を最寄りの駅等に近い駐輪場に駐車して、鉄道やバスなど公共交通機関に乗り換えて（ライド）行く方法。

※BRT（バス・ラピッド・トランジット）とは
連節バス、PTPS（公共交通優先信号）、バス専用（優先）レーン等を組み合わせることで、定時性・速達性・輸

送力の向上が可能となる高次の機能を備えたバスシステム。

転換

転換イメージ

高い自動車分担率

公共交通の利用者増加

道路の渋滞解消

2,526万人

H30
（2018）

▲公共交通における負のスパイラル

公共交通利用者
の減少

公共交通事業者
の経営悪化、
運転手の不足

運行本数
の減少、
路線の廃止

▲東バイパスの渋滞状況

自家用車依存による渋滞

〇自動車分担率の増加により、渋滞が悪化
しています。

※

公共交通への乗換え

BRT（バス・ラピッド・トランジット）

概ね
外環状道路

市街地部 周辺部 郊外部

概ね
都市計画区域

※４


